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先月28日に行われた「第68回青少年読書感想文全国コンクール
大曲仙北審査」の結果、○○○○○さん（５年）の作品が成績優秀
により、自由読書一席となり、県出品作品として選出されました。
県審査の結果が今から楽しみです。おめでとうございます。
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8～9月にかけて児童玄関に掲示していた
スプレーアート作品「内小 夢花火」が、今
月から星空をイメージした「内小 星空散歩」
になりました。蛍光色塗料を使用しており、
夜になると、天の川銀河や星座を形づくる星々が光って浮かび上がるよう工夫されてい
ます。
これからの季節は空気が澄んでおり、夜空に輝く星がとても綺麗に見えます。星々の

ように、内小の子どもたち一人一人の未来が輝くことを願い、掲示しました。

秋休みが終わり、いよいよ今日から後期が始まりました。今年度
のちょうど「折り返し地点」を通過したことになり、内小っ子たち
のこれからの頑張りに注目したいところです。子どもたち一人一人
にとって確かな歩みができるよう、私たち教職員一同、これからも
指導・支援に努めてまいります。今後ともどうぞよろしくお願いい
たします。
さて、今日の始業式で、私(校長)から子どもたちに次のような話をしました。

このことは、毎日の学習にもつながっていくものであり、今後も引き続き、機会を捉
えて子どもたちに話していきたいと思います。

「見ることの難しさ」について

私たちは毎日何度も見ているものでも、詳しいところを聞かれる
と、意外にわかりません。それは、意識してきちんと見ていないか
らです。普段から意識してきちんと見ていると、細かいところまで
よく見えます。その結果、新しく発見することも多くなり、人が気
付かないことにまで目が届くようになるのです。
これをするには、特別な道具もお金も必要ありません。意識して見ようと思って見る

だけなのです。今日から「（意識して）よく見る」ということを心掛けてみてください。


